
　本号の特集は，一般整形外科が「特殊領域」と考えがちな骨・軟部腫瘍と骨転移に関するものです。
　医療の高度化に伴い，専門は細分化され，さらに分断化が進んでいます。同じ診療科であって
も，専門グループごとに活動し交流することがなくなり，その閉じた活動は「たこつぼ」と称され
ています。そして専門医が制度化され，医師であれば高い専門性をもつことが推奨され続けてお
り，専門医志向が高まりすぎているように感じています。
　専門医であることが，専門以外の領域の診療をしない免罪符になってはいけません。各領域の専
門性を高めるとともに，医療全体を俯瞰し，横断的に整形外科の専門性を活用する視点が必要です。
　医師育成の根幹をなす卒前・卒後の医学教育において，いわゆるマイナー科である整形外科の
存在感は大きくありません。超高齢社会において運動器診療の重要性が高まっているにもかかわ
らず，日常診療での疾患頻度に比べ，医師国家試験における整形外科の出題頻度が低いことが，
医学生の学修指向にも影響を与えています。卒後研修でも，マイナー科である整形外科は必修と
なっていないことが，研修医の遭遇機会を減らしています。医学教育は，「お上が決めた制度とカ
リキュラムに従っていればよい」という姿勢でいたことが現在の状況の原因なのかもしれません。
　現実に即した適切な運動器医療を推進するためには，根幹である医学教育に整形外科がより積
極的にかかわっていくことが必要です。教育機関である大学が整形外科出身の医学教育の専門家
を育成し，整形外科医の代表である学会が医学教育における整形外科のあり方を検討して実現し
ていかなければいけないと感じています。
　物事を進めるマネジメントには虫の目，鳥の目，魚の目が必要とされます。整形外科には細分
化された専門分野を発展させる虫の目は十分に備わっています。これからは全体を俯瞰する鳥の
目，世の流れを読む魚の目が必要なのではないでしょうか。
� （河野博隆）
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